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進学率１(大学＋短大＋高専＋専門学校）

収容力（大学＋短大）※現役のみ

現役志願率（大学＋短大）

進学率２（大学＋短大）

短大入学者数

専門学校入学者数

高校等卒業者数

３年前の中学校等卒業者

高専４年次在学者数

大学入学者数

● ３年前の中学校等卒業者 ＝ ３年前の中学校・義務教育学校・特別支援学校（中学部）卒業者数及び中等教育学校前期課程修了者数
● 進学率１ ＝ 当該年度の大学・短大・専門学校の入学者、高専４年次在学者数

３年前の中学校等卒業者
● 進学率２ ＝ 当該年度の大学・短大の入学者数

 ３年前の中学校等卒業者
○ 高校等卒業者数 ＝ 高等学校、中等教育学校後期課程及び特別支援学校（高等部）卒業者数
○ 現役志願率 ＝ 当該年度の高校等卒業者数のうち大学・短大へ願書を提出した者の数

     当該年度の高校等卒業者数
○ 収容力（※現役のみ） ＝ 当該年度の大学・短大進学者数（※現役のみ）

当該年度の大学・短大志願者数（※現役のみ）

出典：文部科学省「学校基本統計」。令和8～23年については国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和5年推計）（出生低位・死亡低位）」を基に作成。
※進学率、現役志願率については、小数点以下第２位を四捨五入しているため、内訳の計と合計が一致しない場合がある。

年

大 学:  58.6% 

短 大:  2.7% 

高専４年次:    1.0%

専門学校:     23.1%

大学: 62.8% 

短大:   2.6%

大学: 58.6%

短大:   2.7%

Ｒ7確定値ver.

大学: 92.9%

短大: 97.7%

高等教育機関への進学率等の推移

S H R

高等教育機関への進学率は概ね上昇を続け、令和7年には大学のみで58.6%、全体で85.4％となっている。

Ⅰ-1



41 41 41 42 42 41 44 
47 47 48 49 

52 54 55 56 57 58 59 59 59 60 60 61 60 60 60 60 61 61 61 62 61 61 61 61 62 62 63 63 63 64 63 64 63 63 65 65 64 64 64 63 63 62 62 61 58 57 55 53 
49 46 44 44 44 43 43 43 43 43 43 42 

159 
161 

164 

173 
169 

156 

186 
189 189 

194 
201 

205 
199 

187 

178 
174 

169 
163 

155 
152 152 151 

147 
142 

137 
133 131 

124 
122 122 

121 120 
124 

119 
121 120 121 119 119 118 115 113 111 

107 
110 111 

109 108 108 105 105 103 
103 

100 
96 94 90 

86 

80 
74 

71 71 71 70 70 69 69 69 68 68 

58.6%
61.6% 62.4%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

0

50

100

150

200

19
80

19
81

19
82

19
83

19
84

19
85

19
86

19
87

19
88

19
89

19
90

19
91

19
92

19
93

19
94

19
95

19
96

19
97

19
98

19
99

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

20
22

20
23

20
24

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

20
30

20
31

20
32

20
33

20
34

20
35

20
36

20
37

20
38

20
39

20
40

20
41

20
42

20
43

20
44

20
45

20
46

20
47

20
48

20
49

20
50

（出典）推計値：国立社会保障・人口問題研究所

（万人）

推計値※２実績値

★ピーク
206

■３年前の中学校等卒業者※１

■大学進学者数

―大学進学率

★大学進学者数のピーク

1992年をピークに減少

大学進学率は上昇傾向

大学進学者数は近年微増傾向であったが、減少局面に入ると予測。

３年前の中学校等卒業者 ＝ ３年前の中学校・義務教育学校・特別支援学校（中学部）卒業者及び
中等教育学校前期課程修了者

大学進学率 ＝ 当該年度の大学入学者数
3年前の中学校等卒業者

大学進学者数等の将来推計について

大学進学率は上昇し、大学進学者数も増加傾向にあったが、2026年以降は大学進学率が上昇しても大学進学者数は減少局面に突入すると
予測される。

※１推計値は国立社会保障・人口問題研究所が公表している日本の18歳人口の将来推計人口
※２出生低位・死亡低位での推計
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3年前の中学校
等卒業者

短大入学者

大学入学者

H25→R7

大学進学率：約11.1ポイント増

大学入学者数：約2.8万人増

【出典】文部科学省「学校基本統計」

（万人）

女性 男性

H25→R7

大学進学率：約7.2ポイント増

大学入学者数：横這い

短大進学率

大学進学率

男女別・大学進学率等の推移

⚫ 昭和50年（1975年）と比べて、女性の大学入学者数は約20万人増加、進学率も約44ポイント増加している。
⚫ 近年は、男女とも進学率は上昇傾向にあるが女性の上昇幅が大きい。
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※4年制大学、短期大学、専門学校それぞれに進学した者の割合は小数点以下を
切上げた値を示している。

22ポイントの差

%

（出典）文部科学省「令和７年度学校基本統計」

84

62
専門学校

短期大学

４年制大学

（計算式） 直ちに大学、短大、専門学校に進学した者

高等学校卒業者＋中等教育学校後期課程卒業者＋特別支援学校高等部卒業者

都道府県別高校新卒者の４年制大学、短期大学、専門学校への進学率

令和７年度の都道府県別高校新卒者の４年制大学、短期大学、専門学校への進学率は、京都府（84.1％）が最も高く、山口県（61.9％）が最も低い。
京都と山口では22ポイントの差。
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（2021年）

出典：
statistics

（2021年）

※OECD加盟38ヵ国のうち、カナダ、アメリカ合衆国、
トルコを除く。
※グラフ緑色は日本以外のG7諸国。

※進学率は、25/30歳未満の各年齢における当該高等教
育段階の 新入学者数を当該年齢人口で除した率の合計。
留学生含む。
※参照年度は2020年度（令和2年度）。

※OECD加盟38ヵ国のうち、オーストラリア、カナダ、
コスタリカ、フランス、アイルランド、韓国、ラトビア、トルコ
を除く。

※グラフ緑色は日本以外のG7諸国。

※初回進学率は、25歳未満の各年齢における高等教育段階
の初回入学者数を当該年齢人口で除した率の合計。
留学生含む。
※高等教育への初回入学者のみが対象となるため、
学士課程修了後に修士課程に進んだ者は含まない。
※参照年度は2020年度（令和2年度）。

高等教育段階における進学率の国際比較
● 短期大学、専門学校等を含めた高等教育機関全体への初回進学率は、 OECD平均の59.1％に対して、 日本は76％。
● 日本の大学学士課程又は同等レベルへの進学率は52.1％であり、OECD平均の52.6％とほぼ同水準。

【25歳未満・学士課程相当段階進学率】

【25歳未満・高等教育全体】
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高等教育機関の数

区 分 計
大学

短期
大学

高等
専門
学校

専門学校うち大学院
を置く大学

計

3,820 812 669 292 58 2,658

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

国 立

144 85 85 0 51 8

3.8% 10.5% 12.7% 0.0% 87.9% 0.3%

公 立

294 103 92 14 3 174

7.7% 12.7% 13.8% 4.8% 5.2% 6.5%

私 立
3,382 624 492 278 4 2,476

88.5% 76.8% 73.5% 95.2% 6.9% 93.2%

（令和7年5月1日現在）
（注１）通信教育のみを行う大学（私立8校（放送大学含む））及び短大（私立2校）を除く。
（注２）学生募集停止をしている機関を含む。

（出典）文部科学省「学校基本統計」（令和７年度）より作成。

＞野村 済
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高等教育機関の在学者数

区 分 総計 大学 短期
大学

高等
専門
学校

専門学校うち
学部

うち
大学院

うち
専攻科

うち
別科

うち
その他

うち
修士
課程

うち
博士
課程

うち
専門職
学位課程

計

3,668,992 2,972,412 2,645,837 277,132 174,961 79,560 22,611 814 6,418 42,211 71,196 56,277 569,107

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

国 立

659,871 608,869 435,622 158,642 95,959 54,075 8,608 195 294 14,116 0 50,771 231

18.0% 20.5% 16.5% 57.2% 54.8% 68.0% 38.1% 24.0% 4.6% 33.4% 0.0% 90.2% 0.0%

公 立

198,456 170,373 149,758 18,410 11,918 5,695 797 146 77 1,982 4,750 3,761 19,572

5.4% 5.7% 5.7% 6.6% 6.8% 7.2% 3.5% 17.9% 1.2% 4.7% 6.7% 6.7% 3.4%

私 立

2,810,665 2,193,170 2,060,457 100,080 67,084 19,790 13,206 473 6,047 26,113 66,446 1,745 549,304

76.6% 73.8% 77.9% 36.1% 38.3% 24.9% 58.4% 58.1% 94.2% 61.9% 93.3% 3.1% 96.5%

（出典）文部科学省「学校基本統計」（令和７年度）

（令和7年5月1日現在）（注１） 「学生数（総計）」には、学部学生・本科学生のほか、専攻科・別科の学生、科目等履修生等を含む。 

 （注２） 「うちその他」の学生とは、科目等履修生、聴講生及び研究生である。

＞野村 済
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高等教育機関の入学者数等

推計値

人数 割合（人数／合計）

大学（計） 62万8,766人 59.1％

国立大学 9万9,386人 9.3％

公立大学 3万5,814人 3.4％

私立大学 49万3,566人 46.4％

短大 3万3,477人 3.2％

高専 1万436人 1.0％

専門学校 25万5,391人 24.0％

上記以外の者

（未進学者）
13万5,381人 12.7％

合計 106万3,451人 100％

【出典】文部科学省「学校基本統計」

（令和６年５月１日現在）

Ⅰ-8



国立

8,608 

38％
公立

797 

4％

私立

13,206 

58％

（出典）文部科学省「学校基本統計」（令和7年度）より作成。

国立

85

10％
公立

103

13％
私立

624

77％

学校数
●合計812校

国立

435,622 

16％ 公立

149,758 

6％

私立

2,060,457 

78％

学生数

国立

95,959 

55％
公立

11,918 

7％

私立

67,084 

38％

学士課程
●合計264万5,837人

国立

54,075 

68％

公立

5,695 

7％

私立

19,790 

25％

修士課程
●合計17万4,961人

専門職学位課程
●合計2万2,611人

博士課程
●合計7万9,560人

国公私立大学学生数（学部、修士、博士）

⚫ 我が国の学校数は812校（うち、私立624校（76.8％））であり、学部学生数は約265万人（うち、私立約206万人（78％））。
⚫ 修士課程・博士課程の学生数は、国立が占める割合が高い。

Ⅰ-9



【大学数（国公私立）】
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私立（短大）

公立（短大）

国立（短大）

私立（大学）

公立（大学）

国立（大学）

（校）

※学生募集停止の学校も含む。
※通信教育課程のみ置く学校は含まない。

20102000199019801970

（出典）文部科学省「学校基本統計」

2020

大学・短期大学数の推移

⚫ 近年の主な傾向として、四大化や廃止により短期大学数は減少。
⚫ 平成14年以降は全体的に四大・短大の合計数も減少傾向。国立大学数は平成16年以降ほぼ横ばい。
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⚫3年前の中学校等卒業者  ＝ ３年前の中学校・義務教育学校・特別支援学校（中学部）卒業者及び
中等教育学校前期課程修了者

公立大学入学定員数

私立大学入学定員数

国立大学入学定員数

出典：文部科学省「全国大学一覧」。 「学校基本統計」
※大学定員数については、小数点以下第２位を四捨五入しているため、内訳の計と合計が一致しない場合がある。

万

設置者別大学入学定員数の推移

S
H R

3年前の中学校等卒業者
206万人

107万人

大学入学定員数は、昭和60～平成11年まで私立大学を中心に上昇し、その後平成16年まで一時的に減少。平成17年以降は、緩やかに上昇し続けている。千
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（出典）文部科学省「学校基本統計」より作成。

専攻分野別入学者数の推移

2000年以降、全体の入学者数は横ばいで推移。関係学科別では、「保健」、「その他」が増加する一方で、 「工学」
「理学」などの学部の入学者数は減少傾向。

※「その他」には文理融合型の複合的新領域の学部も含まれる

10,499 12,716 16,940 20,795 18,761 18,388 

69,663 79,209 
95,401 

107,566 
92,010 90,374 

12,127 
14,418 

16,527 
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17,847 18,599 
19,626 

21,592 
21,651 

31,573 58,482 75,288 

39,665 

56,161 

76,115 

98,407 92,644 
87,207 

140,246 

166,453 

196,659 

241,275 214,192 202,257 

5,934 

7,982 

9,218 

11,473 
17,868 17,866 

23,313 

32,350 

34,946 

32,086 
43,497 47,384 

7,192 

10,670 

12,230 

17,395 18,099 19,486 

10,312 

10,527 

12,431 

22,764 45,719 
58,154 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

1970 1980 1990 2000 2010 2020

関係学科別入学者数の推移（国公私立大学）

理学 工学 農学 保健 人文科学 社会科学

商船 家政 教育 芸術 その他

3% 3% 3% 3% 3% 3%

21% 19% 19% 18%
15% 14%

4%
3% 3% 3%

3% 3%

6%
5% 4% 5% 9% 12%

12%
14% 15% 16% 15%

14%

41%
40% 40% 40%

35% 32%

2%
2%

2% 2%

3%
3%
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8% 7% 5%

7%
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関係学科別入学者割合の推移（国公私立大学）

理学 工学 農学 保健 人文科学 社会科学

商船 家政 教育 芸術 その他

（人）
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大規模大学
38.8%

（241,541人）

中規模大学
27.1%

（169,058人）

小規模大学
34.1%

（212,677人）

国立
5.2%

（32,241人）

公立
0.5%

（2,853人）

私立
33.1%

（206,447人）

国立
6.8%

（42,308人）
公立
0.7%

（4,266人）

私立
19.7%

（122,484人）

国立 3.2%

（20,097人）

公立 4.2%

（26,006人）

私立
26.7%

（166,574人）
大規模大学

7.9%

（62校）
中規模大学

14.9%

（117校）

小規模大学

77.1%

（604校）

国立
1.7%

（13校）

公立
0.1%

（1校）

私立
6.1%

（48校）
国立
3.8%

（30校）

公立
0.4%

（3校）

私立
10.7%

（84校）

国立
5.0%

（39校）

公立
12.0%

（94校）

私立
60.2%

（471校）

【出典】文部科学省調べ

※大規模大学：入学定員が2,000人以上の大学、中規模大学：入学定員が1,000人～1,999人の大学、小規模大学：入学定員が999人以下の大学
※小数点第二位を四捨五入しているためグラフの合計値が一致しない場合がある。

大規模大学   中規模大学  小規模大学

合計
783校

学校数 入学定員数

合計
623,276人

⚫ 学校数において小規模大学は全体の77.1％を占めており、このうち私立が大半を占めている。
⚫ 入学定員において小規模大学の定員は全体の34.1％を占めており、このうち私立が大半を占めている。

規模別学校数及び入学定員数の割合

（令和４年度） （令和４年度）
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短期大学からの編入学者数

高等専門学校からの編入学者数

専修学校（専門課程）からの編入学者数

高等学校（専攻科）からの編入学者数

中等教育学校（専攻科）からの編入学者数

特別支援学校（専攻科）からの編入学者数

大学入学者に対する編入学者の割合

高等専門学校からの編入学者数

専修学校（専門課程）
からの編入学者数

短期大学からの編入学者数

出典：文部科学省「学校基本統計」。
※高等学校（専攻科）からの編入学者数内に中等教育学校（専攻科）からの編入学者数及び特別支援学校（専攻科）からの編入学者数が含まれている

年

編入学者数の推移

H R

高等学校（専攻科）
からの編入学者数※

編入学者数は、平成12年頃まで急激に上昇し、平成17年以降令和元年まで減少し続けた後、一時増加に転じたが近年は減少傾向。

（人）
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※編入学者は夜間含む。

※短期大学卒業者数に占める編入学者数の割合。
※当該年度に４年制大学が受け入れた編入学者数で過年度卒業者を含む。 （出典：「学校基本統計」）

（人）
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編入学者数 編入学率

（参考）令和６年度
高専 2,584人（26.1％）

短期大学から４年制大学への編入学者の推移
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0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000

東京大学
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ハーバード大学

イエール大学
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ジョンズホプキンス大学
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ミシガン大学アナーバー校

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000

オックスフォード大学

ケンブリッジ大学

インペリアルカレッジロンドン

PSL研究大学

ソルボンヌ大学

北京大学

清華大学

ソウル大学

学部

大学院

各国の有力大学における学部・大学院学生比較（人数・割合）

推計値

⚫ 米・仏・中の研究大学の多くが、学部生よりも大学院生の占める割合が大きい。
⚫ 日本のほか、米国の州立大学や英国の大学においては 学部生の割合の方がやや大きい。

（人） （人）
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44% 56%
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（出典：各国のウェブページの情報から文部科学省作成） Ⅰ-16



others

Top200

Top100

201-250

251-300

301-350

351-400

401-500

501-600

601-800

801-1000

1001-1500

1501+

日米の高等教育の構造比較

推計値

●世界大学ランキングにランクインしている日米の大学をランキング順位別に配置すると以下のとおり。
●ランクインしている大学は、米国では全大学の約４％に過ぎず、かつトップ200位に集中しているのに対し、日本ではトップ200位以内の大学は少ない一方
で、全大学の10％以上がランクインしている状況。

アメリカの高等教育 日本の高等教育THE World University Rankings 2024
Top1904

（出典）THE World University Rankings 2024に基づき作成

カリフォルニア大学
（University of California）

広島大、神戸大 順天堂大学、慶應義塾大

東京医科歯科大

九州大

東京大（29）
京都大（55）

スタンフォード大学（2）
カリフォルニア工科大学(7)
南カリフォルニア大学(74)

UC Berkeley（9）
UC Los Angeles（18）
UC San Diego（34）
UC Davis（59）
UC Santa Barbara（69）
UC Irvine（92）

San Diego State University
カリフォルニア州立大学

（California State University）

カリフォルニア・コミュニ
ティ・カレッジ

（California Community College）

大学名は、カリフォルニア州内の大学のみを表示

赤:： 私立大学
黒：州立大学

黒：国立大学

赤：私立大学

青：公立大学

総数：約1,100校
（うち119校がランクイン）

総数：約4,000校
（うち169校がランクイン）

東京医科大、早稲田大

横浜市立大、京都府立医科大

会津大

関西医科大、産業医科大、藤田医科大、近畿大
久留米大、日本医科大、豊田工業大、愛知医科大
、東京慈恵会医科大、立教大、聖マリアンナ医科
大、北里大、立命館大、埼玉医科大、芝浦工業大
、昭和大、東邦大、東海大
東京理科大、兵庫医科大

千葉大、熊本大、岡山大、東京農工大

浜松医科大、金沢大、新潟大、岐阜大、信州大
豊橋技術科学大、愛媛大、電気通信大、群馬大
香川大、九州工業大、三重大、長岡技術科学大

長崎大、滋賀医科大、徳島大、東京海洋大
富山大、山形大、山梨大、横浜国立大、鹿児島大

京都工芸繊維大、名古屋工業大、お茶の水女子大、山口大

UC Santa Cruz

UC Riverside

UC Merced

東北大(130)、大阪大(175)、東京工業大(191)

名古屋大

北海道大、筑波大

札幌医科大、東京都立大、名古屋市立大、和歌山県立医科大、
大阪公立大

琉球大、佐賀大、秋田大、福井大、茨城大、岩手大
高知大、宮崎大、室蘭工業大、大分大、埼玉大、島根大

静岡大、鳥取大、宇都宮大、奈良女子大

法政大、金沢医科大、帝京大、青山学院大
千葉工業大、中部大、中央大、獨協医科大
同志社大、福岡大、神奈川大、関西大
工学院大、関西学院大、京都産業大、明治大、
名城大、大阪工業大、大阪医科薬科大
龍谷大、上智大、東京農業大、東京都市大
東京電機大、東洋大学

高知工科大、兵庫県立大、静岡県立大、富山県立大
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（出典）文部科学省「令和７年度学校基本統計」

（％）

男女別・都道府県別の４年制大学進学率

大学進学率を男女別にみると、東京都、山口県、徳島県、熊本県を除く43都道府県で男性の方が女性よりも高く、男女の進学率の差は

①山梨県（16.8ポイント）、②埼玉県（9.3ポイント）、③北海道（8.5ポイント）、④福島県（7.8ポイント）の順に高い。

● 大学進学率 ＝ 令和７年度の大学入学者数（男女別）
３年前の中学校等卒業者数（男女別）

● ３年前の中学校等卒業者数 ＝ ３年前の中学校、義務教育学校、特別支援学校中学部卒業者数並びに中等教育学校前期課程修了者数

＞谷垣 済
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％
）

○都道府県別の大学（学部）進学率（過年度卒業者等を含む）

出典：文部科学省「学校基本統計（平成20年度版）」

都道府県別大学（学部）進学率の変化（過年度卒業者等を含む）
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出典：文部科学省「学校基本統計（令和７年度版）」

（計算式） 当該年度の大学（学部）進学者（過年度卒業者等を含む）

３年前の中学校等卒業者数

※３年前の中学校等卒業者数：３年前の中学校卒業者数、中等教育学校前期

課程修了者数、特別支援学校中学部卒業者数

（2025年は、３年前の義務教育学校卒業者数を含む）

2025年

都道府県別の過年度卒業者等も含む大学（学部）進学率は、地域によって差があるが、2008年と比較すると全体的に上昇している。

＞谷垣 済
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（出典）○大学入学定員数：文部科学省調べ（令和6年度）（※各県（学部の所在地による）に所在する大学の入学定員）
  ○大学進学希望者数：文部科学省「学校基本統計（令和6年度）」
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○大学進学者収容力
＝（各県の大学入学定員／各県の大学進学希望者数）×100

都道府県別大学進学者収容力（対大学進学希望者）

各県の大学進学希望者に対する収容力は、東京都と京都府で150％を上回っているほか、13都道府県でも90％を超えている。
他方で、50％に満たない県も6県ある。

＞野村 済
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（出典）○大学入学定員数：文部科学省調べ（令和6年度） （※各県（学部の所在地による）に所在する大学の入学定員）
○３年前の中学校等卒業者 ：文部科学省「学校基本統計（令和3年度）」（※大学入学定員数調査年度の３年前の中学校・義務教育学校・特別支援学校（中学部）卒業者
及び中等教育学校前期課程修了者数）
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○大学進学者収容力
＝（各県の大学入学定員／各県の３年前の中学校等卒業者 ）×100

都道府県別大学進学者収容力（対３年前の中学校等卒業者 ）

各県の３年前の中学校等卒業者に対する収容力は東京都と京都府を除く全ての県で100％を下回っており、その多くの県では５０％未満となっている。

＞野村 済
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都道府県別高卒者の地域別大学進学者数比率

● 東日本では、東京圏への進学が３割を超える県が相当数ある。また、東京圏出身者は東京圏への進学が多い。
● 西日本では、東京圏への進学は１割程度で地域ブロックへの進学が多い傾向がある。

（出典）文部科学省「学校基本統計（令和７年度版）」
※地域区分：北海道、東北、関東（東京圏除く）、東京圏（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県）、甲信越、北陸、東海、近畿、中国四国、九州
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都道府県別高卒者の地域別大学進学者数

※地域区分：北海道、東北、関東（東京圏除く）、東京圏（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県）、甲信越、北陸、東海、近畿、中国四国、九州 （出典）文部科学省「学校基本統計（令和7年度版）」

● 大都市がある都道府県を中心に大学進学者が多い傾向にある。
● 東日本では東京圏への進学者数が多い。

R7 更新

北海道 青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島 茨城 栃木 群馬 埼玉 千葉 東京 神奈川 新潟 富山 石川 福井 山梨 長野 岐阜 静岡 愛知 三重 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 鳥取 島根 岡山 広島 山口 徳島 香川 愛媛 高知 福岡 佐賀 長崎 熊本 大分 宮崎 鹿児島 沖縄
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（出典）文部科学省「学校基本統計（令和７年度版）」
※地域区分：北海道、東北、関東（東京圏除く）、東京圏（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県）、甲信越、北陸、東海、近畿、中国四国、九州
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都道府県別・出身地域別大学入学者数比率

東日本の大学は域外からの入学者が比較的多い一方で、西日本の大学では自県及び域内からの入学者が多い傾向にある。

＞野村 済
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都道府県別・出身地域別大学入学者数

（出典）文部科学省「学校基本統計（令和7年度版）」

● 大都市にある大学では域外からの入学者を相当数受け入れている。
● 特に、東京圏にある大学は域外から多くの入学者を受け入れている。

※地域区分：北海道、東北、関東（東京圏除く）、東京圏（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県）、甲信越、北陸、東海、近畿、中国四国、九州

（人）

北海道 青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島 茨城 栃木 群馬 埼玉 千葉 東京 神奈川 新潟 富山 石川 福井 山梨 長野 岐阜 静岡 愛知 三重 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 鳥取 島根 岡山 広島 山口 徳島 香川 愛媛 高知 福岡 佐賀 長崎 熊本 大分 宮崎 鹿児島 沖縄

その他 3,73 5 67 6 35 8 1,64 5 59 4 66 4 85 7 1,79 8 1,42 9 2,47 0 10 ,0 35 9,65 1 48 ,3 54 15 ,2 88 2,43 1 1,12 8 2,33 2 80 7 1,74 2 1,64 8 96 1 1,68 0 5,61 9 57 9 2,48 7 11 ,9 56 13 ,6 77 7,57 7 1,13 0 30 1 88 1 47 7 2,09 0 2,54 7 2,05 1 79 4 36 4 67 0 76 0 4,15 7 14 1 51 8 41 4 94 6 30 7 56 1 58 1

東京圏 1,32 6 97 11 1 77 4 19 6 16 3 21 4 1,37 9 42 0 85 5 - - - - 27 1 97 22 3 51 96 2 41 5 75 55 9 46 0 23 14 3 1,01 8 59 7 28 4 75 17 38 34 15 2 10 7 41 22 31 87 68 25 0 12 54 41 22 9 47 87 80

域内 - 60 6 67 3 3,69 2 39 5 1,18 5 55 5 29 7 83 8 57 4 7,09 0 7,04 9 56 ,8 16 14 ,0 79 35 9 41 7 1,28 7 22 0 33 0 23 2 1,46 1 92 1 9,46 6 73 7 2,67 7 14 ,6 76 16 ,9 89 6,18 5 2,05 2 97 4 36 1 66 3 2,75 4 2,67 0 1,21 9 52 4 82 8 1,19 2 67 9 7,46 4 1,09 5 1,27 1 1,98 0 1,03 5 64 8 91 4 28 0

自県 14 256 18 83 13 18 56 99 80 6 94 4 14 40 29 71 22 80 30 65 10 388 10 918 55 740 18 814 37 74 90 4 28 56 13 11 11 85 18 99 21 90 48 79 28 555 17 58 13 63 88 99 28 746 13 223 11 76 74 6 35 4 54 7 40 17 79 37 14 01 10 73 93 8 22 89 82 3 15 417 59 8 19 64 35 56 12 23 11 46 21 47 36 35
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長野県の例

男性 女性

大学入学者数等の将来推計について 【推計の考え方】①

推計の考え方
将来の大学入学者数（E）は、推計18歳人口（B）に推計大学進学率（A）を掛けて算出される各都道府県からの大学進
学者数（C）に、外国人留学生（D）等を足すことによって求められる。

A.大学進学率の推計について
⚫ 2018年度～2021年度における都道府県別、男女別の大学進学率の伸び率によって今後2050年まで大学進学率が上昇すると仮定して都道府県別に

推計。
（例外）

①2021年度の男女別の進学率を比較し、高い方の進学率が2021年度と比較して5pt以上上回った場合、＋5ptを上限として以降据置き。
②2021年度の男女別の進学率が低い方の進学率が高い方の進学率を上回った場合、以降を高い方の進学率と同値と仮定。
③進学率伸び率がマイナスの場合、2021年度の大学進学率が今後維持されると仮定。

（大学進学率）

②女性の進学率が男性の進学率に追い
ついたため、以降は男性の進学率と同
値と仮定。

①男性の進学率が2021年度よりも５pt
上昇したので以降は据置き。

推計値実績

推計基準

＞土田 済
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日本の将来推計18歳人口（国立社会保障・人口問題研究所の推計）を2040年の都道府県比率※で案分
※ 2021年度中の出生者数に各都道府県の生存率を乗算することにより、大学等に入学することが想定される2040年4月時点の18歳人口の都道府県比率を算出

B.18歳人口の推計について
⚫ 2040年から2050年までの18歳人口について以下の推計方法により都道府県別に18歳人口を推計。

E.大学入学者数の推計について
⚫ 各推計値に基づく（B）×（A）による都道府県別の大学進学者数の合計（C）に（D）及びその他を足したものが2040年以降の大学入学者数の推計値と

なる。
※その他は高等学校卒業程度認定試験合格者・専修学校高等課程修了者で大学に進学した者（各年の進学者数の推計値に2019年の進学者数に占めるその他の比率を掛けることにより算出）

455,043人
（E.2040年の推計大学入学者数）

＝

D.外国人留学生の入学者数の推計について
⚫ 2020年度～2022年度は新型コロナウイルス感染症の影響により外国人留学生数が一時的に激減したことを踏まえ、2019年度の外国人留学生数が維持

されると推定。

＋

（D.2040年の推計外国人留学生入学者数）

17,096人

【（例）2040年の大学入学者数推計】

435,798人

（C.2040年の各都道府県からの大学進学者数）

435,798人 ＋ 2,149人

（その他）

（注）グランドデザイン答申時の推計について
881,782人（推計18歳人口）×55.5％（大学進学率）(※)＋16,724人（外国人留学生等）＝506,005人

  （※）GD答申時は外国人留学生も含めて進学率を57.4％としていたが、18歳人口推計値に訪日予定の外国人等は含まれていないため上記の記載としている。

C.各都道府県からの大学進学者数
⚫ 各都道府県の推計18歳人口（B）に各都道府県の大学進学率（A）を掛けたものを合計することにより算出。

北海道18歳人口（男性）13,031人 × 北海道進学率（男性）56.4％＝ 7,353人
北海道18歳人口（女性）12,408人 × 北海道進学率（女性）56.4％＝ 7,002人
青森県 ・・・

沖縄県18歳人口（男性） 6,699人  × 沖縄県進学率（男性）47.0％＝ 3,152人
沖縄県18歳人口（女性） 6,383人  × 沖縄県進学率（女性）47.0％＝ 3,003人

北海道進学者数 14,355人

…

（A.大学進学率推計）（B.18歳人口推計）

沖縄県進学者数 6,155人

…

※四捨五入の関係上、四則演算の値と記載の数値は必ずしも一致しない

大学進学率（全国）59.0％
（男性）60.6％ （女性）57.3％

大学入学定員の総数
631,949人（R5）

大学入学者数等の将来推計について 【推計の考え方】②
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国立
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大学院を置く大学

大学院を置かない大学

86

103

62４

（令和６年５月１日現在）

（令和６年５月１日現在）研究科数

大学院を置く大学数

出典：令和６年度学校基本統計※学生が在籍している研究科の数

（校）

出典：令和６年度学校基本統計国立：１００％
公立： ８８％
私立： ７８％

（ ）内は専門職大学院を置く大学

大学院を置く大学数および研究科数

国立：100％，公立：88％，私立：78％の大学が大学院を置いている。

区分

研究科数

修士課程
（修士、博士前期）

博士課程
（博士後期、一貫制）

専門職学位課程

国立 370 367 86

公立 193 174 10

私立 1,189 840 72

計 1,752 1,381 168
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68,739

76,954

86,891

99,449

109,649

115,902

119,406

123,255

132,118

142,830

150,797

155,267

159,481

162,712

164,551

165,525

165,219

165,422

167,043

173,831

175,980 

168,903 

162,693 

159,929 

158,974 

159,114 

160,387

163,100

162,261 

160,297 

162,458 

166,148 

168,706 

171,669 

29,911

32,154

35,469

39,303

43,774

48,448

52,141

55,646

59,007

62,481

65,525

68,245

71,363

73,446

74,909

75,365

74,811

74,231

73,565

74,432

74,779 

74,316 

73,917 

73,704 

73,877 

73,851 

73,909

74,367

74,711 

75,345 

75,295 

75,256 

75,841 

77,717 

645

7,866

15,023

20,159

22,083

23,033

23,381

23,191

21,807 

20,070 

18,776 

17,380 

16,623 

16,623 

16,595

16,546

17,649 

18,887 

19,375 

20,378 

21,430 

22,253 

98,650

109,108

122,360

138,752

153,423

164,350

171,547

178,901

191,125

205,311

216,322

223,512

231,489

244,024

254,483

261,049

262,113

262,686

263,989

271,454

272,566 

263,289 

255,386 

251,013 

249,474 

249,588 

250,893 

254,037 

254,621 

254,529 

257,128 

261,782 

265,977 

271,639 

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 300,000

Ｈ3
Ｈ4
Ｈ5
Ｈ6
Ｈ7
Ｈ8
Ｈ9
Ｈ10
Ｈ11
Ｈ12
Ｈ13
Ｈ14
Ｈ15
Ｈ16
Ｈ17
Ｈ18
Ｈ19
Ｈ20
Ｈ21
Ｈ22
Ｈ23
Ｈ24
Ｈ25
Ｈ26
Ｈ27
Ｈ28
Ｈ29
Ｈ30

R1
R2
R3
R4
R5
R6

修士課程

博士課程

専門職学位課程

（人）

※ 在学者数
修士課程：修士課程、博士前期課程、５年一貫制博士課程（１、２年次）
博士課程：博士後期課程、医歯学・薬学、獣医学の４年制博士課程、５年一貫制博士課程（３～５年次）
通信教育を行う課程を除く 出典：学校基本統計

（各年度５月１日現在）

大学院在学者数の推移

博士課程の在学者数は、令和６年度に最大となった。
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（2021年）

出典：OECD statistics

（2021年）

※OECD加盟38ヵ国のうち、ベルギー、カナダ、コスタリカ、
トルコを除く。
※グラフ緑色は日本以外のG7諸国。

※進学率は、25/30歳未満の各年齢における当該高等教
育段階の 新入学者数を当該年齢人口で除した率の合計。
留学生含む。
※参照年度は2020年度（令和2年度）。

※OECD加盟38ヵ国のうち、カナダ、トルコを除く。
※グラフ緑色は日本以外のG7諸国。

※進学率は、25/30歳未満の各年齢における高等教育段階
の新入学者数を当該年齢人口で除した率の合計。
留学生含む。
※参照年度は2020年度（令和2年度）。

高等教育段階における進学率の国際比較
● 日本の大学修士課程又は同等レベルへの進学率は7.4%であり、 OECD平均の20.4％の約3割ほどしか満たない。
● 日本の大学博士課程又は同等レベルへの進学率は0.7％であり、OECD平均の1.5％よりも下回っている。

【30歳未満・博士課程相当段階】

【30歳未満・修士課程相当段階】

（％）

Ⅰ-36



（令和６年５月１日現在）

出典：令和６年度学校基本統計

課程別・設置者別在学者比較（在学者数）

我が国の大学院在籍者の6割は国立大学に在籍。博士課程においては国立の割合が約7割である一方、専門職学位課程においては
私立の在籍者比率が一番高い。

57.5% (156,235)

55.3% (94,873)

67.9% (52,753)

38.7% (8,609)

6.6% (17,933)

6.7% (11,535)

7.2% (5,609)

3.5% (789)

35.9% (97,471)

38.0% (65,261)

24.9% (19,355)

57.8% (12,855)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

修士課程

博士課程

専門職学位課程

国立 公立 私立
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出典：令和６年度学校基本統計

（令和６年５月１日現在）

学問分野別の大学院学生数

修士在籍者の場合は「工学」分野、博士在籍者の場合は「保健」分野が全体の約4割、専門職学位在籍者の場合は「社会科学」分野が全体の

6割以上を占めている。

人文科学

197 

人文科学

4,968 

人文科学

10,085 

社会科学

13,483 

社会科学

5,076 

社会科学

15,730 

理学

4,787 

理学

13,145 

工学

141 

工学

14,816 

工学

71,119 

農学

3,393 

農学

9,073 

保健

396 

保健

29,293 

保健

12,306 

教育

4,464 

教育

2,285 

教育

4,328 

その他, 3,572 

その他, 13,099 

その他, 35,883 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

専門職学位課程

博士課程

修士課程

9.2％ 7.7％ 5.3％ 7.2％ 2.5％ 20.9％

6.4％ 6.5％ 19.1％ 4.4％ 37.7％ 2.9％ 16.9％

0.9％ 60.6％ 0.6％
1.8％

20.1％ 16.1％

171,669人

77,717人

22,253人

5.9％ 41.4％

6.2％
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出典：学校基本統計

修士課程入学者の推移

修士課程入学者は平成22年度をピークとして減少したが、近年は若干の回復傾向がみられる。
社会人以外の入学者数は令和2年度より増加傾向、社会人学生は平成30年度をピークに減少傾向。
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出典：学校基本統計

博士課程入学者の推移

博士課程入学者のうち、社会人以外の入学者数は、平成15年度の約1.4万人をピークに大幅に減少し、令和6年度には最大時から約40％の減少。
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出典：学校基本統計

分野別学士課程修了者の進学率の推移

学士課程修了者の進学率は、全分野では横ばいだが、理学・工学・農学系は増加傾向。

※「進学者」とは、大学院研究科、大学学部、短期大学本科、大学・短期大学の専攻科、別科へ入学した者である。また、進学しかつ就職した者を含む。
※「芸術」「家政」「その他」分野は修了者数が比較的少ないことから省略 Ⅰ-41
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人文科学 社会科学 理学 工学 農学 保健 全体

出典：学校基本統計

分野別修士課程修了者の進学率の推移

修士課程修了者の博士課程等への進学率は、各分野を通じて減少傾向であったが、近年は横ばい。

※「進学者」とは、大学院研究科、大学学部、短期大学本科、大学・短期大学の専攻科、別科へ入学した者である。また、進学しかつ就職した者を含む。
※「教育」「芸術」「家政」「その他」分野は修了者数が比較的少ないことから省略
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69.9%
68.2%

63.4%

57.5%

93.2%

96.1% 95.1%

84.5%
82.6%

77.7%
76.5%

74.8%

74.7%

68.3%

71.8%
74.7% 73.6%

65.1%

60.6%

100.6%

91.8%
91.3%

93.1%
95.8%

93.7%
90.6%

105.0%

129.7%

96.7%

131.5%

138.8%

134.5%
129.3%

126.2%

131.8%

137.4%

132.1%
130.8%

129.7%
126.3%

122.6%

115.4%

114.3%
112.3% 113.7%

125.0%

114.8%

105.5%

101.9%

115.1%

117.8%

112.5%
115.3% 115.6% 121.6%

119.7%

113.4%

108.3%

115.9%

104.7%

108.5%

101.6%

94.1%

91.0%

103.6% 105.6% 111.2% 111.0%

113.6%

110.8%
112.4%

113.3%

123.2%

114.4%

118.8%

104.0%

107.8%

104.0%

103.4%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

110.0%

120.0%

130.0%

140.0%

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

人文科学 社会科学 理学 工学 農学 保健
出典：（平成２５年まで）学校基本統計及び全国大学一覧より文部科学省作成

（平成２６年）「大学院における「第２次大学院教育振興施策要綱」等を踏まえた教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」（平成２８年２月 株式会社リベルタス・コンサルティング）＜文部科学省：先導的大学改革推進委託事業＞
（平成２８年）「大学院における「第３次大学院教育振興施策要綱」等を踏まえた教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」（平成３０年３月 株式会社リベルタス・コンサルティング）＜文部科学省：先導的大学改革推進委託事業＞
（平成３０年）「大学院における教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」（令和２年３月 株式会社リベルタス・コンサルティング）＜文部科学省：先導的大学改革推進委託事業＞
（令和２年）「大学院における教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」（令和４年２月 株式会社リベルタス・コンサルティング）＜文部科学省：先導的大学改革推進委託事業＞

※平成25年度以前と平成26年度以降のグラフは出典が異なる。

その他（H26～）

60.9%

59.0%

57.4%

56.9%

60.9%

57.3%

60.2%

59.3%

95.0%
93.5%

95.5% 92.3%

100.5% 100.5% 100.8% 98.9%

97.2% 97.7% 99.4%
93.2%

89.9%
92.3%

87.4% 87.3%86.9% 86.4%

87.9% 88.4%

H26 H28 H30 R2

分野別修士課程入学者充足率の推移

「人文・社会」分野修士課程の入学者充足率（＝入学者／入学定員）は6割前後で推移。
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※平成25年度以前と平成26年度以降のグラフは出典が異なる。

出典：（平成２５年まで）学校基本統計及び全国大学一覧より文部科学省作成
（平成２６年）「大学院における「第２次大学院教育振興施策要綱」等を踏まえた教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」（平成２８年２月 株式会社リベルタス・コンサルティング）＜文部科学省：先導的大学改革推進委託事業＞
（平成２８年）「大学院における「第３次大学院教育振興施策要綱」等を踏まえた教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」（平成３０年３月 株式会社リベルタス・コンサルティング）＜文部科学省：先導的大学改革推進委託事業＞
（平成３０年）「大学院における教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」（令和２年３月 株式会社リベルタス・コンサルティング）＜文部科学省：先導的大学改革推進委託事業＞
（令和２年）「大学院における教育改革の実態把握・分析等に関する調査研究」（令和４年２月 株式会社リベルタス・コンサルティング）＜文部科学省：先導的大学改革推進委託事業＞

その他（H26～）
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分野別博士課程入学者充足率の推移

博士課程の入学者充足率（＝入学者／入学定員）は全体的に低下傾向。
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出典：学校基本統計

入学者数に占める自大学出身者割合（修士）

理学、工学、農学系の修士課程における自大学出身者割合は高く、８～９割で推移している。
社会科学系の自大学出身者割合は低く、２～３割程度で推移している。

52.7% 52.9% 51.8%
50.4% 50.0% 50.0%

48.0% 48.6%

52.9%

55.3% 55.7%

53.9%

30.0%
27.9% 27.1%

24.8% 25.0%
22.9% 23.2% 23.2%

26.7%
28.8% 29.5%

26.8%

80.9% 81.4% 80.9%

81.0% 82.9%
81.3%

80.1% 79.9%
81.2% 82.5% 82.2% 82.1%

88.0% 88.1% 87.8% 88.6% 88.1% 87.8% 87.1% 85.8% 86.9% 87.6% 87.4% 86.8%

81.9% 82.6% 81.2%

80.7% 80.6% 79.5%

80.1% 80.4% 80.7%
82.2% 82.6% 83.3%

47.6%
49.4%

51.0% 50.3%
49.2% 49.7%

48.9%
51.1%

53.5%

52.0%
53.5%

52.9%

70.1% 70.2% 69.9% 69.8% 69.2% 68.7% 68.2% 67.8%
70.4% 71.5% 71.3% 70.6%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

人文科学 社会科学 理学 工学 農学 保健 全体
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出典：学校基本統計

入学者数に占める自大学出身者割合（博士）

理学系の修士課程における自大学出身者割合は高く、８割以上で推移している。
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出典：学校基本統計

入学者数に占める自大学出身者割合（専門職学位）

人文科学、教育系の自大学出身者割合が相対的に高く、「工学」分野の自大学出身者の割合は非常に低い。
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博士の学位授与者数の推移

⚫ 学位授与者数は、課程博士はほぼ横ばいだが、平成27年度以降増加傾向。
⚫ 論文博士は、減少傾向。

出典：文部科学省「学位授与状況調査」
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【修士号】 【博士号】
（人）

（出典）文部科学省・科学技術・学術政策研究所「科学技術指標2023」 より作成。
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諸外国における人口100万人当たりの修士号・博士号の取得者数

人口100万人当たりの修士号、博士号を取得している者の数は、諸外国と比較して低水準。
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諸外国における人口100万人当たりの博士号取得者数の推移

⚫ 諸外国と比較して、日本では人口100万人当たりの博士号取得者数が少ない。
⚫ 日本の人口100万人当たりの博士号取得者数は、2014年度以降ほぼ横ばいに推移していたが、近年微増している。

出典：科学技術・学術政策研究所「科学技術指標2024」

人口100万人当たり博士号取得者数

日本 (126人)

ドイツ (330人)

米国 (286人)

韓国 (344人)

フランス (144人)

英国 (342人)

中国 (58人)

（注）米国は2020年度、フランス・日本は2021年度、英国・ドイツ・韓国・中国は2022年度のデータ
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781 
28%

203
7%

1,349
49%

451 
16%

1 
0%

短期大学士課程修了後の分野別進路

【出典】文部科学省「学校基本統計（令和７年度）」を元に作成

卒業者合計（34,684人） 人文（2,785人） 社会（3,891人） 工業（809人）

3,764 
11%

16,791 
48%

10,574 
31%

3,549 
10%

6 
0%

保健（2,728人） 家政（6,540人） 教育（12,426人） 芸術（1,818人）

⚫ 人文、社会、工業、芸術は他の分野に比べて進学者の割合が高い傾向。
⚫ 保健、教育は就職者のうち専門的・技術的職業の割合が高く、人文、社会、家政ではその他の職業の割合が高い傾向。

520 
13%

493
13%

2,462
63%

416 
11%

0 
0%

259 
32%

176
22%

309
38%

65 
8%

0 
0%

196 
7%

2,079
76%

223
8%

230 
9%

0 
0%

490 
7%

2,456
38%

2,959
45%

635 
10%

0 
0% 623 

5%

10,399 
84%

611 
5%

790 
6%

3 
0%

499 
27%

259
14%

470
26%

590
33%

0
0%

●：進学者 ●：就職者（専門的・技術的職業）
●：就職者（その他）●その他 ●死亡・不詳

【注】
○「進学者」とは、大学院研究科、大学学部、短期大学本科、大学・短期大学の専攻科、別科へ入学した者である。
○「就職者」とは、給料・賃金・報酬・その他の経常的な収入を得る仕事に就いた者である。
○「就職者（専門的・技術的職業）」とは、就職者のうち、研究者、農林水産技術者、製造技術者、建築・土木・測量技術者、情報処理・通信技術者、教員、医師、歯科医師、獣医師、薬剤師、保健師、助産師、看護師、医療技術者、
美術家、写真家、デザイナー、音楽家、舞台芸術家等として従事している者である。

○「就職者（その他）」とは、就職者のうち、専門的・技術的職業従事者以外の者で、管理的職業従事者、事務従事者、販売従事者、サービス職業従事者、保安職業従事者、農林漁業従事者、生産工程従事者、輸送・機械運転従事
者、建設・採掘従事者、運搬・清掃等従事者等である。

○「その他」とは、専修学校・各種学校・外国の学校・職業能力開発校等への入学者、研究生として入学した者や、一時的な仕事に就いた者（臨時的な収入を得る仕事に就いた者）、臨床研修医（予定者を含む）、進学でも就職でも
ないことが明らかな者（進学準備中の者、就職準備中の者（求職中の者並びに公務員・教員採用試験及び国家資格試験の準備中の者を含む）等）である。

○進学者であり、かつ就職をしている者については、「就職者」として算出している。 Ⅰ-51



3,735 
5%

12,975
16%

54,784
67%

10,078 
12% 5 

0%

【出典】文部科学省「学校基本統計（令和７年度）」を元に作成

卒業者合計（584,304人） 人文科学（81,577人） 社会科学（189,030人） 理学（17,863人）

70,009 
12%

185,379 
32%

264,259 
45%

64,577 
11%

80 
0%

工学（87,287人） 農学（17,617人） 教育（43,205人）保健（70,188人）

●：進学者 ●：就職者（専門的・技術的職業）
●：就職者（その他）●その他 ●死亡・不詳

学士課程修了後の分野別進路

⚫ 人文科学・社会科学は進学者と就職者（専門的・技術的職業）の割合が低く、就職者（その他）の割合が高い傾向。
⚫ 理学・工学・農学は進学者の割合が他の分野に比べて高く、保健・教育は、就職者（専門的・技術的職業）の割合が他の分野に比べて高い傾向。

5,365 
3%

27,548 
15%

136,807 
72%

19,268 
10%

42 
0%

8,480 
47%

5,092 
29%

3,093 
17%

1,198 
7%

0 
0%

35,153 
40%

39,255 
45%

8,966 
10%

3,909 
5%

4 
0% 4,949 

28%

5,300 
30%

6,100 
35%

1,268 
7%

0 
0%

3,668 
5%

46,649 
66%

4,582 
7%

15,279 
22% 10 

0%

2,134 
5%

24,664
57%

13,050
30%

3,343
8%

14
0%

【注】
○「進学者」とは、大学院研究科、大学学部、短期大学本科、大学・短期大学の専攻科、別科へ入学した者である。
○「就職者」とは、給料・賃金・報酬・その他の経常的な収入を得る仕事に就いた者である。
○「就職者（専門的・技術的職業）」とは、就職者のうち、研究者、農林水産技術者、製造技術者、建築・土木・測量技術者、情報処理・通信技術者、教員、医師、歯科医師、獣医師、薬剤師、保健師、助産師、看護師、医療技術者、
美術家、写真家、デザイナー、音楽家、舞台芸術家等として従事している者である。

○「就職者（その他）」とは、就職者のうち、専門的・技術的職業従事者以外の者で、管理的職業従事者、事務従事者、販売従事者、サービス職業従事者、保安職業従事者、農林漁業従事者、生産工程従事者、輸送・機械運転従事
者、建設・採掘従事者、運搬・清掃等従事者等である。

○「その他」とは、専修学校・各種学校・外国の学校・職業能力開発校等への入学者、研究生として入学した者や、一時的な仕事に就いた者（臨時的な収入を得る仕事に就いた者）、臨床研修医（予定者を含む）、進学でも就職でも
ないことが明らかな者（進学準備中の者、就職準備中の者（求職中の者並びに公務員・教員採用試験及び国家資格試験の準備中の者を含む）等）である。

○進学者であり、かつ就職をしている者については、「就職者」として算出している。

Ⅰ-52



1,263 
21%

3,692
61%

715
12%

348 
6%

0 
0%

676 
16%

1,266
30%

1,127
26%

1,178 
28%

1 
0%

【注】
○「進学者」とは、大学院研究科、大学学部、短期大学本科、大学・短期大学の専攻科、別科へ入学した者である。
○「就職者」とは、給料・賃金・報酬・その他の経常的な収入を得る仕事に就いた者である。
○「就職者（専門的・技術的職業）」とは、就職者のうち、研究者、農林水産技術者、製造技術者、建築・土木・測量技術者、情報処理・通信技術者、教員、医師、歯科医師、獣医師、薬剤師、保健師、助産師、看護師、医療技術者、
美術家、写真家、デザイナー、音楽家、舞台芸術家等として従事している者である。

○「就職者（その他）」とは、就職者のうち、専門的・技術的職業従事者以外の者で、管理的職業従事者、事務従事者、販売従事者、サービス職業従事者、保安職業従事者、農林漁業従事者、生産工程従事者、輸送・機械運転従事
者、建設・採掘従事者、運搬・清掃等従事者等である。

○「その他」とは、専修学校・各種学校・外国の学校・職業能力開発校等への入学者、研究生として入学した者や、一時的な仕事に就いた者（臨時的な収入を得る仕事に就いた者）、臨床研修医（予定者を含む）、進学でも就職でも
ないことが明らかな者（進学準備中の者、就職準備中の者（求職中の者並びに公務員・教員採用試験及び国家資格試験の準備中の者を含む）等）である。

○進学者であり、かつ就職をしている者については、「就職者」として算出している。
【出典】文部科学省「学校基本統計（令和7年度）」を元に作成

卒業者合計（77,633人） 人文科学（4,248人） 社会科学（6,901人） 理学（6,018人）

7,934 
10%

47,624 
61%

13,050 
17%

9,022 
12%

3 
0%

工学（33,567人）
農学（4,205人） 教育（1,810人）保健（5,351人）

●：進学者 ●：就職者（専門的・技術的職業）
●：就職者（その他）●その他 ●死亡・不詳

修士課程修了後の分野別進路

⚫ 人文科学・社会科学、教育では「その他」の割合が高く、社会科学は「就職者（その他）」の割合が他の分野に比べて高い傾向。
⚫ 理学、工学、農学、保健、教育は就職者のうち、専門的・技術的職業の割合が高い傾向。

547 
8%

1,331
19%

3,297
48%

1,724 
25%

2 
0%

2,272 
7%

26,468
79%

3,019
9%

1,808 
5%

0 
0%

555 
13%

2,255
54%

1,107
26%

288 
7%

0 
0%

762 
14%

3,613 
68%

524 
10%

452 
8%

0 
0%

196 
11%

782
43%

434
24%

398 
22%

0
0%
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【出典】文部科学省「学校基本統計（令和６年度）」を元に作成

卒業者合計（15,673人） 人文科学（852人） 社会科学（859人） 理学（1,178人）

98 
1%

10,032 
64%935 

6%

4,580 
29%

28 
0%

工学（3,359人） 農学（741人） 教育（425人）保健（5,808人）

●：進学者 ●：就職者（専門的・技術的職業）
●：就職者（その他）●その他 ●死亡・不詳

博士課程修了後の分野別進路

⚫ 他の課程と比較して、就職者のうち、専門的・技術的職業の割合はどの分野においても高い傾向。
⚫ 全体として、「その他」の割合が他の課程と比較して高い傾向。

7 
1%

274
32%

84
10%

479 
56%

8 
1%

9 
1%

323
38%

124
14%

396 
46%

7 
1% 5 

0%

728
62%

71
6%

373 
32%

1 
0%

12 
0%

2,182
65%

229
7%

930 
28%

6 
0%

6 
1%

427
58%

55
7%

253 
34%

0 
0%

47 
1%

4,594 
79%

120 
2%

1,045 
18%

2 
0%

0 
0%

258
61%

30
7%

137
32%

0
0%

【注】
○「進学者」とは、大学院研究科、大学学部、短期大学本科、大学・短期大学の専攻科、別科へ入学した者である。
○「就職者」とは、給料・賃金・報酬・その他の経常的な収入を得る仕事に就いた者である。
○「就職者（専門的・技術的職業）」とは、就職者のうち、研究者、農林水産技術者、製造技術者、建築・土木・測量技術者、情報処理・通信技術者、教員、医師、歯科医師、獣医師、薬剤師、保健師、助産師、看護師、医療技術者、
美術家、写真家、デザイナー、音楽家、舞台芸術家等として従事している者である。

○「就職者（その他）」とは、就職者のうち、専門的・技術的職業従事者以外の者で、管理的職業従事者、事務従事者、販売従事者、サービス職業従事者、保安職業従事者、農林漁業従事者、生産工程従事者、輸送・機械運転従事
者、建設・採掘従事者、運搬・清掃等従事者等である。

○「その他」とは、専修学校・各種学校・外国の学校・職業能力開発校等への入学者、研究生として入学した者や、一時的な仕事に就いた者（臨時的な収入を得る仕事に就いた者）、臨床研修医（予定者を含む）、進学でも就職でも
ないことが明らかな者（進学準備中の者、就職準備中の者（求職中の者並びに公務員・教員採用試験及び国家資格試験の準備中の者を含む）等）である。

○進学者であり、かつ就職をしている者については、「就職者」として算出している。
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【出典】文部科学省「学校基本統計（令和６年度）」を元に作成

卒業者合計（9,174人） 人文科学（106人） 社会科学（5,445人）

工学（38人）

116 
1%

3,206 
35%

3,289 
36%

2,561 
28%

2 
0%

【注】
○「進学者」とは、大学院研究科、大学学部、短期大学本科、大学・短期大学の専攻科、別科へ入学した者である。
○「就職者」とは、給料・賃金・報酬・その他の経常的な収入を得る仕事に就いた者である。
○「就職者（専門的・技術的職業）」とは、就職者のうち、研究者、農林水産技術者、製造技術者、建築・土木・測量技術者、情報処理・通信技術者、教員、医師、歯科医師、獣医師、薬剤師、保健師、助産師、看護師、医療技術者、
美術家、写真家、デザイナー、音楽家、舞台芸術家等として従事している者である。

○「就職者（その他）」とは、就職者のうち、専門的・技術的職業従事者以外の者で、管理的職業従事者、事務従事者、販売従事者、サービス職業従事者、保安職業従事者、農林漁業従事者、生産工程従事者、輸送・機械運転従事
者、建設・採掘従事者、運搬・清掃等従事者等である。

○「その他」とは、専修学校・各種学校・外国の学校・職業能力開発校等への入学者、研究生として入学した者や、一時的な仕事に就いた者（臨時的な収入を得る仕事に就いた者）、臨床研修医（予定者を含む）、進学でも就職でも
ないことが明らかな者（進学準備中の者、就職準備中の者（求職中の者並びに公務員・教員採用試験及び国家資格試験の準備中の者を含む）等）である。

○進学者であり、かつ就職をしている者については、「就職者」として算出している。

●：進学者 ●：就職者（専門的・技術的職業）
●：就職者（その他）●その他 ●死亡・不詳

専門職学位課程修了後の分野別進路

保健（154人）

教育（2,051人）

6 
6%

50
47%

31
29%

19 
18%

49 
1%

886
16%

2,712
50%

1,797 
33%

1 
0%

0 
0%

14
37%

14
37%

10 
26%

25 
16%

83
54%

22
14%

24 
16%

0 
0%

進学者

10 
1%

1,872
91%

82 
4%

86 
4%

他の課程と比較して、就職者のうち、専門的・技術的職業の割合が高い傾向。（※社会科学は、「その他」（司法修習等を含む）が９割以上を占
める法科大学院を含むため、他の分野に比べて「その他」の割合が高い。）

うち、

法科大学院（1,559人）

うち、

教職大学院（2,030人）
進学者

10
1%

244
16%

72
4%

1,233 
79%

0
0%

進学者

10
1%

1853
91%

82
4%

84
4%
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大学入学者数及び社会人・留学生数

2040年には約17万人入学者が減少すると推計されるが、学部入学者に占める留学生・社会人の割合は3.3%しかない。

出典：学校基本統計。
※留学生数については在留資格「留学」を有する者をカウントしている。
※学部入学者のうち、社会人入学者については25歳以上の入学者数をカウントしている。
※2040年の推計値は中央教育審議会大学分科会高等教育の在り方に関する特別部会（第12回）の進学率・進学者数推計結果（出生低位・死亡低位）より作成。

2024年入学者数 学部 大学院

通学 62.9万人
→ 46.0万人（2040年）

10.4万人

うち留学生 1.8万人
（2.8%）

1.5万人
（14.4％）

うち社会人 0.3万人
（0.5％）

1.8万人
（17.3%）

通信制 1.9万人 0.1万人
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※ 通信の社会人入学者は推計である（「学校基本統計」をもとに、通信制学生のうち大学は25歳以上、大学院は30歳以上の学生の割合から按分）。
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高等教育機関入学者の平均年齢

推計値

我が国の高等教育機関への入学者の平均年齢は18.4歳であり、OECD諸国の中で最も低い。

18.4

19.5 19.6
19.8 20.0

20.3 20.4 20.4
20.6

21.1 21.2 21.3
21.6 21.6 21.7 21.7 21.8 21.9 21.9

22.1 22.3 22.4
22.7 23.0

23.2 23.3 23.4
23.6 23.7

24.3 24.3 24.6
24.7

0

5

10

15

20

25

30

日
本

ベ
ル
ギ
ー

ア
メ
リ
カ

オ
ラ
ン
ダ

ギ
リ
シ
ャ

ポ
ル
ト
ガ
ル

イ
タ
リ
ア

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア

メ
キ
シ
コ

ハ
ン
ガ
リ
ー

ポ
ー
ラ
ン
ド

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

エ
ス
ト
ニ
ア

ス
ペ
イ
ン

カ
ナ
ダ

リ
ト
ア
ニ
ア

チ
ェ
コ

オ
ー
ス
ト
リ
ア

O
E
C
D

平
均

ノ
ル
ウ
ェ
ー

ス
ロ
バ
キ
ア

チ
リ

ド
イ
ツ

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

コ
ロ
ン
ビ
ア

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

英
国

イ
ス
ラ
エ
ル

ア
イ
ス
ラ
ン
ド

ト
ル
コ

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

デ
ン
マ
ー
ク

ス
イ
ス

（備考）データは2021年時点の集計可能な国のみ。
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教学マネジメントに関する取組の状況

教学マネジメントに関する取組は、グランドデザイン答申（H30）前と比べると、全体として進捗している。一方で、「学部の壁を越えた充実した教育課程の構
築」 」 「学外関係者・関係機関との連携・協働」 「学位授与の方針に基づく組織的な教育への参画・貢献についての教員評価の実施」などに関する取組を実施
している大学の割合は、依然として低い状況。

教学マネジメントとして実施している取組

出典：文部科学省「大学における教育内容等の改革状況について（令和４年度）」
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学生の学修成果の把握状況

課程を通じた学生の学修成果の把握を行っている大学は522校（全体の68.9％）であり、把握方法としては「外部の標準化されたテスト等による学修

成果の調査・測定（アセスメントテスト等）」が最も多い。学修成果として調査・測定を行っている事項としては、「汎用的能力」「態度・志向性」「知識・理
解」の順に多くなっている。学修成果に関する情報の活用方法としては、「教育課程や教育方法の改善」が最も多い。

【学部段階】課程を通じた学生の学修成果の把握を行っている大学

学修成果の把握方法

学修成果に関する情報の活用方法

出典：文部科学省「大学における教育内容等の改革状況について（令和4年度）」
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課程を通じた学生の学修成果の把握方法
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（出典）文部科学省「大学における教育内容等の改革状況について（令和４年度）」

Ⅰ-61



課程を通じた学生の学修成果に関する情報の活用方法
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（出典）文部科学省「大学における教育内容等の改革状況について（令和４年度）」
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課程を通じた学生の学修成果として調査・測定を行っている事項

66

64

63

61

59

30

32

34

37

39

305

352

373

395

424

54.2%

60.4%

62.6%

65.6%

68.9%

401

448

470

493

522

0 100 200 300 400 500

平成30年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度
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（出典）文部科学省「大学における教育内容等の改革状況について（令和４年度）」
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成績評価基準の明示

（出典）文部科学省「大学における教育内容等の改革状況について（令和４年度）」

全ての項目を
シラバスにより明示
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学生が修得した知識や能力等を明らかにするための資料交付状況
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（出典）文部科学省「大学における教育内容等の改革状況について（令和４年度）」
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○大学が学生に卒業時までに身に付けることを求めている知識や能力を理解している（80%）、大学での学
びによって自身の成長を実感している（８２％）等について、「そう思う」「ある程度そう思う」という割
合が高かったが、授業アンケート等の学生の意見を通じて大学教育がよくなっている（49%）は半数程度と
なった。

「全国学生調査（第３回試行実施）」の結果について（令和５年７月12日公表）より

学生自身による学修成果の実感（全国学生調査第３回試行実施より）
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シラバスの作成状況

ほとんどの大学でシラバスを作成し、記載項目も統一されているが、記載項目の状況を見ると、準備学修に関する具体的な指示を設定している大学は、
91.9％に達しているものの、準備学修に必要な学修時間の目安を設定する大学は74.6％に留まっている。

出典：文部科学省「大学における教育内容等の改革状況について（令和４年度）」
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多様なメディアを利用した遠隔授業の実施状況

多様なメディアを利用した遠隔授業を実施する大学は令和３年度までに増加し、令和４年度は535大学（70.6%）となっている。

多様なメディアを利用した遠隔授業を実施する大学

（※）大学院のみを設置する大学は母数に含めない。

多様なメディアを利用した遠隔授業：
ここでは、大学設置基準第25条第2項に定める、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室以外の場所で履修させる
授業科目を指す。

出典：文部科学省「大学における教育内容等の改革状況について（令和４年度）」
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情報通信技術（ICT）を活用した教育の実施状況

情報通信技術（ICT）を活用した教育を実施する大学は増加傾向。

（※）大学院のみを設置する大学は母数に含めない。

学修管理システム（LMS：Learning Management System）：
eラーニングの運用を管理するためのシステムのこと。学習者の登録や教材の配布、学習の履歴や成績及び進捗状況の管理、統計分
析、学習者との連絡等の機能がある。

情報通信技術（ICT）を活用した教育を実施する大学

出典：文部科学省「大学における教育内容等の改革状況について（令和４年度）」
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を活用した遠隔教育

学修管理システム（LMS：
Learning Management System）

を利用した事前・事後学習の推進

教室の講義とｅラーニングによる自習
の組合せ、講義とインターネット上での
グループワークの組合せ（いわゆる

ブレンディッド型学習）の導入

携帯端末を活用した学生応答・理解度
把握システム（いわゆるクリッカー技術）

による双方向型授業
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大学の授業の受講形態について、新型コロナウィルス感染症の影響により、令和２年度、令和３年度においては同時双方向型オンライン授業や
オンデマンド型オンライン授業を受けている学生が多くいたことが明らかになっていたが、令和４年度は、対面授業が77％を占めるなど、対面授業中
心で大学の授業が行われた。

出典：文部科学省 「令和４年度全国学生調査（第３回試行実施）」

授業の受講形態の割合（令和４年度）

授業の受講形態比率（令和４年度受講者のみ）

※上記受講比率は、学生に各授業形態の割合について０～10割で回答を求め、その平均値を集計したもの。
※対面授業の割合が10割と回答した学生は、対面授業の割合に回答した者のうち36％であった。
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出典：令和4年度「全国学生調査（第3回試行調査）」

大学の２年次学生の学習時間

⚫ 授業への出席時間について、週16時間以上が69％、週21時間以上が40％であるなど、授業への出席時間が長い。
⚫ 一方で、予習・復習・課題など授業に関する学習については、週５時間以下の学生が49％を占めている。
⚫ 分野別の状況では、5時間以下の割合で見ると社会（60％）等が高い水準。

⚫ 授業と直接関係しない自主的な学習時間が週５時間以下の学生も82％を占める。
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出典：令和4年度「全国学生調査（第3回試行調査）」

大学の最終学年の学生の学習時間

⚫ 授業への出席時間について、週５時間以下の学生が63％を占めている。また、授業に関する学習も週５時間以下の学生が77％を占めている。
⚫ 卒業論文・卒業研究・卒業制作については、週21時間以上の学生が28％、週31時間以上の学生が20％と多くの時間を費やしている。
⚫ 一方、最終学年の学生であっても、卒業論文等に費やす時間が５時間以下の学生も38％存在する。
⚫ 卒業論文等に16時間以上を費やす割合は農学（６年制）（79％）、農学（65％）、理学・工学（64％）で高く、 ５時間以下となる割合は医学

（６年制）（91％）、歯学（６年制）（91％）で非常に高いほか、社会（53％）、薬学（６年制）（51％）も相当程度の割合に上る。
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保健（看護・医療技術な…

家政

教育

スポーツ

芸術

その他

卒業論文・卒業研究・卒業制作
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出典：令和4年度「全国学生調査（第3回試行調査）」

短期大学の最終学年の学生の学習時間

⚫ 授業への出席時間については、週16時間以上の学生が50％、週５時間以下の学生は12％となっている。
⚫ 予習・復習・課題など授業に関する学習については、週５時間以下の学生が75％を占めている。
⚫ 卒業論文・卒業研究・卒業制作については、週16時間以上の学生が15％となっている。
⚫ 授業と直接関係しない自主的な学習時間については、週５時間以下の学生が81％を占めている。
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第１世代中核

「適切なコメントが付されて課題などが返却される」

よくあった ある程度あった あまりなかった ほとんどなかった

設置年代別・設置者別の授業改善状況

※上記の第１～第４世代の私立大学の分類は、金子元久(1996）「高等教育大衆化の担い手」，『学習社会におけるマス高等教育の構造と機能に関する研究』，放送教育開発センター研究報告91，pp.37-59による。
第１世代：高等教育の大拡張期までに設立された大学（大学設置年～1959年）。中核大学は大規模で私立大学の中では中核的存在である大学10校。周辺大学は中核大学に含まれない規模
が中～大の大学（1992年時点の在学者が4000人以上の大学）。ニッチ大学は特定の需要に対応しながら発展してきた小規模大学（女子大学、医歯薬系・宗教系・芸術系の単科大学）
第２世代：高等教育大拡張期（1960～74年）に設立された大学。
第３世代：大拡張期以降（1975年～）に設立された大学。
第４世代：1998年以降に設立された大学。 出典：国立教育政策研究所 平成30年度 「大学生等の学習状況に関する調査」より濱中義隆氏作成
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「グループワークなど学生が参加する機会がある」

アクティブラーニング、学生・教員間の双方向的コミュニケーションなどの授業改善は、新設大学（私立）の方が進んでいる。
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情報公表に関する取組状況

全ての大学において一定の情報公表が行われているが、法令において公表が義務付けられている項目以外、特に、「教学マネジメント指針」において社会から

公表が強く求められると整理された情報項目（学生の学修時間、満足度、成長実感、学修に対する意欲、修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年率、
中途退学率、教員一人当たりの学生数、学事暦の柔軟化状況など）は、十分ではない状況。

【出典】：文部科学省「大学における教育内容等の改革状況について（令和4年度）」
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通信制大学（学部）の学生数及び有職者割合の推移
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学生数計

有職者割合

⚫ 通信制大学（学部）の学生数は、平成17年をピークに減少していたが、近年は増加傾向となっている。
⚫ 有職者の割合は、概ね50％程度で推移している。

（出典）文部科学省「学校基本統計」を基に作成 Ⅰ-76



通信制大学（学部）の年齢別学生数の推移

23% 24% 25% 25% 25% 24% 23% 21% 20% 19% 17%
14% 11% 11% 11% 10% 10% 10% 10% 10% 9% 9% 9% 9% 9% 9% 9% 9% 10% 11% 12% 13% 15% 17% 18% 19%

12% 11% 11% 11% 11% 12% 12%
12%

11%
11%

9%

8%
8% 7% 7% 7% 7% 7% 7% 6% 6% 6% 6% 6% 5% 5% 5% 5% 5%

5% 5%
5%

5%
6%

6% 6%

22% 22% 21% 21% 21% 22% 22%
23%

23%
23%

22%

22%

21%
20% 19% 19% 17% 17% 16%

16% 15% 15% 15% 14% 14% 13% 12% 12% 11% 11% 11%
10%

10%

11%
11% 11%

24% 23% 22% 22% 22% 22% 22% 23% 24%
25%

27%

29%
30%

31%
31% 31%

31% 30% 30%
29%

29% 28% 27%
26%

25%
23%

22% 21% 20% 19% 18% 17%
16%

16%
15% 15%

13% 14% 14% 14% 13% 13% 13% 13% 13% 13%
14%

14%
15%

16% 16% 16%
17% 18% 18%

19%
20%

21%
21%

22%
22%

23%
23%

23% 23% 22% 22% 21%
20%

19% 18% 17%

5% 5% 5% 5% 5% 5% 5% 5% 6% 6%
8% 9% 10% 10% 11% 11% 11% 12% 12% 12% 12% 12% 12%

12%
13% 13%

14% 15% 16% 16% 17% 17% 17%
17% 17% 18%

2% 2% 2% 2% 2% 2% 2% 3% 3% 3% 4% 4% 5% 5% 6% 6% 6% 7% 7% 8% 9% 10% 11% 12% 13% 13% 15% 15% 16% 16% 16% 16% 15% 14% 14% 15%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

18～22歳 23～24歳 25～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳～

⚫ 通信制大学（学部）の学生の年齢層について、平成初期と比べ、23歳～39歳の学生の割合が減少する一方で、50歳以上の学生の割合が増加
した。

⚫ 近年では、18～22歳の年齢層の割合が増加傾向。

（出典）文部科学省「学校基本統計」を基に作成
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通信制大学（学部）入学者の最終学歴の変遷
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高等学校卒業 専門学校

修了者

短大卒業 大学卒業 その他

⚫ 通信制大学（学部）入学者の最終学歴は、平成4年以降「高等学校卒業」の割合が減少し、「大学卒業」や「専門学校修了者」の割合が
増加してきた。

⚫ 近年では、「高等学校卒業」の割合が増加に転じている。

（出典）私立大学通信教育協会「入学者調査」（正規の課程のみ）を基に作成

・大卒者のみが増加傾向とはいえないため、専門学校修
了者を追記
・確かにR４時点では高卒者が最も多い割合を占めてい
るが、その前年までは大卒者が一貫して最も多いため、
近年の傾向として断じることが出来ないため修正。
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大学通信教育における授業方式

大学通信教育の4つの授業方式のうち、学生から評価の高いものは、面接授業（スクーリング）であったが、コロナ禍を経て、2021(令和3)年度調査では、遠
隔授業（メディア授業）が最上位となった。

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

印刷教材による授業

スクーリング

メディア授業

放送授業

無記入

印刷教材による授業 スクーリング メディア授業 放送授業 無記入

平成23年度 17.7% 68.2% 11.1% 1.2% 1.6%

平成28年度 16.6% 61.6% 19.4% 1.4% 1.0%

令和3年度 18.7% 36.4% 41.8% 3.1% 0.0%

平成23年度 平成28年度 令和3年度

該当項目回答数は平成23年度4,110人、
平成28年度3,020人、令和3年5,933人。

2021年度

41.8％

【出典】高等教育の在り方に関する特別部会（第6回）高橋陽一氏発表資料

自分に一番合っている授業方法について

私立大学通信教育協会「学生生活実態調査」
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学長等が認識する「重視している大学等としての機能」

出典：独立行政法人日本学生支援機構「大学等における学生支援の取組状況に関する調査（令和３年度（2021年度））結果報告」を元に、文部科学省において作成
https://www.jasso.go.jp/statistics/gakusei_torikumi/__icsFiles/afieldfile/2022/12/20/1_kekka_1.pdf
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世界的研究・

教育拠点

高度専門

職業人養成

幅広い職業人

養成

総合的

教養教育

特定の専門的分野

（芸術、体育等）

の教育・研究

地域の生涯

学習機会

の拠点

社会貢献機能

（地域貢献、

産学連携、
国際交流等）

無回答

大学全体 国立 公立 私立

％
●上位３つを選択

⚫ 「世界的研究・教育拠点」と「高度専門職業人養成」は国立大学で高い割合となっている一方、「幅広い職業人養成」と「総合的教養教育」は私立
大学で高い割合となっている。

⚫ 「社会貢献機能（地域貢献、産学連携、国際交流等）」は、全ての設置者において高い割合であった。
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人文科学

14.9%

社会科学

35.9%

理学

2.3%

工学

12.0%
農学

2.1%

医学・歯学

1.6%

薬学

3.0%

看護

学
8.1%

家政

3.0%

教育

6.0%

芸術

3.4%

その他

7.8%

公立大学（１０３大学）国立大学（８６大学） 私立大学（６２４大学）

合計 147,654人合計 433,387人 合計 2,047,269人

社会科学
14.6％

※令和３年５月時点

出典：文部科学省「学校基本統計」 

人文科学

12.3%

社会科学

28.3%

理学

3.2%

工学

16.1%

農学

3.2%

医学・歯学

3.9%

薬学

2.2%

看護学

15.0%

家政

1.8%

教育

1.7%

芸術

4.1%

その他

8.2%

人文科学

6.8%

社会科学

14.2%
理学

6.7%

工学

27.7%

農学

7.1%

医学・歯学

7.5%

薬学

1.3%

看護学

4.6%

商船

0.2%

家政

0.3%

教育

13.2%

芸術

0.8%

その他

9.5%

人 文 科 学 304,190人

社 会 科 学 734,112人

理 学 47,358人

工 学 245,800人

農 学 43,988人

医 学 ・ 歯 学 32,909人

薬 学 60,813人

看 護 学 166,378人

家 政 61,007人

教 育 122,847人

芸 術 68,584人

そ の 他 159,283人

人 文 科 学 29,464人

社 会 科 学 61,726人

理 学 29,119人

工 学 120,087人

農 学 30,875人

医 学 ・ 歯 学 32,699人

薬 学 5,767人

看 護 学 19,788人

商 船 849人

家 政 1,095人

教 育 57,309人

芸 術 3,419人

そ の 他 41,190人

人 文 科 学 18,118人

社 会 科 学 41,791人

理 学 4,745人

工 学 23,769人

農 学 4,652人

医 学 ・ 歯 学 5,743人

薬 学 3,300人

看 護 学 22,136人

家 政 2,675人

教 育 2,561人

芸 術 6,067人

そ の 他 12,097人

国公私別 学生数・構成比率（令和６年度）

大学数は国公私が約１：１：７だが、学生数は約１：0.3：５。国立は自然科学系や教育系が多く、公立は看護学、私立は人文社会系が多
い。
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%
平成27年度 令和5年度

北海道（北海道）
東北（青森・岩手・秋田・山形・福島）
宮城（宮城）
関東（茨城・栃木・群馬）

埼玉（埼玉）
千葉（千葉）
東京（東京）
神奈川（神奈川）

甲信越（新潟・山梨・長野）
北陸（冨山・石川・福井）
東海（岐阜・静岡・三重）
愛知（愛知）

近畿（滋賀・奈良・和歌山）
京都（京都）
大阪（大阪）
兵庫（兵庫）

中国（鳥取・島根・岡山・山口）
広島（広島）
四国（徳島、香川、愛媛、高知）
九州（佐賀・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島・沖縄）
福岡（福岡）

北
海
道

東
北

宮
城

関
東

埼
玉

千
葉

東
京

神
奈
川

甲
信
越

北
陸

東
海

愛
知

近
畿

京
都

大
阪

兵
庫

中
国

広
島

四
国

九
州

福
岡

平
成
27
年
度

入学者 2,558 2,434 1,071 2,256 2,042 1,840 7,093 3,085 2,263 1,802 2,963 3,999 1,332 2,038 5,479 3,280 1,928 1,089 1,753 3,625 4,021

入学
定員

2,825 2,965 1,020 2,710 2,250 1,950 6,744 2,850 2,525 1,960 3,340 4,330 1,440 2,255 5,690 3,730 2,275 1,180 2,050 3,795 4,580

令
和
５
年
度

入学者 1,373 1,463 1,165 1,528 1,428 1,364 3,339 1,681 1,613 1,078 1,843 2,021 929 1,188 3,110 1,814 1,402 583 1,105 2,551 2,563

入学
定員

2,125 2,035 1,245 2,190 1,930 1,590 4,675 2,570 2,200 1,430 2,610 3,142 1,230 1,670 4,225 2,590 1,940 790 1,750 3,345 3,535

地域区分

（出典）日本私立学校振興・共済事業団「私立大学・短期大学等入学志願動向」を基に作成 

私立短期大学における地域別の入学定員充足率

令和5年度における私立短大の入学定員充足率は、平成27年度と比較して、全地域で減少している。
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短期大学の廃止（募集停止を含む）

※４大化など他の学校種に移行した短期大学の廃止は除く。
※令和元年度以降に廃止（募集停止を含む）した短期大学を記載。

【出典】文部科学省作成

廃止年度
（募集停止年度）

短期大学名 入学定員 所在地

令和元年度 高知短期大学（公立） 120名 高知県高知市

〃 奈良学園大学奈良文化女子短期大学部 100名 奈良県奈良市

令和２年度 関東短期大学 150名 群馬県館林市

〃 立教女学院短期大学 300名 東京都杉並区

令和３年度 大阪青山大学短期大学 60名 大阪府箕面市

〃 神戸山手短期大学 100名 兵庫県神戸市

〃 聖セシリア女子短期大学 100名 神奈川県大和市

〃 東海大学短期大学部 200名 静岡県静岡市

〃 プール学院短期大学 170名 大阪府堺市

令和４年度 青山学院女子短期大学 580名 東京都渋谷区

〃 浦和大学短期大学部 60名 埼玉県さいたま市

〃 東海大学医療技術短期大学 80名 神奈川県平塚市

〃 文化学園大学短期大学部 50名 東京都渋谷区

〃 北海道科学大学短期大学部 100名 北海道札幌市

令和５年度 愛知江南短期大学 150名 愛知県江南市

〃 宇都宮文星短期大学 70名 栃木県宇都宮市

〃 久留米信愛短期大学 135名 福岡県久留米市

〃 札幌大学女子短期大学部 80名 北海道札幌市

〃 杉野服飾大学短期大学部 50名 東京都品川区

令和６年度 環太平洋大学短期大学部 100名 愛媛県宇和島市

（令和５年度から募集停止） 淑徳大学短期大学部 340名 東京都板橋区

〃 北陸学院大学短期大学部 100名 石川県金沢市
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短期大学の廃止（募集停止を含む）

※４大化など他の学校種に移行した短期大学の廃止は除く。
※令和元年度以降に廃止（募集停止を含む）した短期大学を記載。
※令和7年度募集停止の短期大学については、令和5年4月時点の入学定員数を記載。

【出典】文部科学省作成

廃止年度
（募集停止年度）

短期大学名 入学定員 所在地

（令和６年度から募集停止） 植草学園短期大学 100名 千葉県千葉市

〃 東京福祉大学短期大学部 75名 群馬県伊勢崎市

（令和７年度から募集停止） 足利短期大学 50名 栃木県足利市

〃 池坊短期大学 250名 京都府京都市

〃 上智大学短期大学部 250名 神奈川県秦野市

〃 九州龍谷短期大学 100名 佐賀県鳥栖市

〃 就実短期大学 180名 岡山県岡山市

〃 純真短期大学 180名 福岡県福岡市

〃 城西短期大学 120名 埼玉県坂戸市

〃 鈴鹿大学短期大学部 90名 三重県鈴鹿市

〃 星美学園短期大学 100名 東京都北区

〃 西南女学院大学短期大学部 100名 福岡県北九州市

〃 園田学園女子大学短期大学部 145名 兵庫県尼崎市

〃 中九州短期大学 100名 熊本県八代市

〃 名古屋女子大学短期大学部 280名 愛知県名古屋市

〃 奈良佐保短期大学 180名 奈良県奈良市

〃 姫路日ノ本短期大学 50名 兵庫県姫路市

〃 福岡女学院大学短期大学部 100名 福岡県福岡市

〃 北星学園大学短期大学部 200名 北海道札幌市

〃 美作大学短期大学部 110名 岡山県津山市

〃 武庫川女子大学短期大学部 520名 兵庫県西宮市

〃 龍谷大学短期大学部 220名 京都府京都市
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